
 

 

１．大課題名   Ⅱ 高品質・高付加価値農産物の生産・供給技術の確立 

２．課題名    ロングピッチチェーンポットおよび定植前リン酸苗施用による白ねぎの収益性 

                  向上の検討 

３．実証担当機関 広島県東部農業技術指導所 

・担当者名  吉村 仁志 

４．実施期間   平成29年度、新規 

５．実証場所   広島県神石高原町光末、標高 500m、細粒灰色低地土 

 

６．成果の要約 

（１）白ねぎ栽培において、ロングピッチチェーンポットを活用することで、育苗資材費を低減させ

つつ、同等程度の収量・販売額を確保できた。 

（２）当地域の有効態リン酸が30mg/100g蓄積した圃場で、白ねぎの定植前にリン酸溶液を苗箱に灌

注することで、圃場へリン酸肥料を投入しなくても、同等の収量・販売額が確保できた。 

 

７．目 的 

  当県では、水田転換による白ねぎの作付面積が増加していが、収量が十分確保されず、また、チ

ェーンポット等の資材費が多くかかること等により収益性に課題がある場合が多い。そこで、ロン

グピッチチェーンポットとリン酸溶液の苗箱施用技術について現地で実証試験を行い、白ねぎの収

益性の向上に及ぼす本技術の有効性を明らかにする。 

 

８．主要成果の概要及び考察 

（１）育苗・定植方法の違いが白ねぎの収益性に及ぼす影響の検討 

 ・ロングピッチチェーンポットを活用した場合では、育苗にかかる資材費を 15,000 円～

20,000 円/10a 程度削減可能であり、販売単価の高い 2L、L 規格の割合が高くなること

で、販売額も同等程度が確保された。また、育苗スペースや苗運びの労力も半減するこ

とから、省力化および収益性の向上に有効であると考えられた。 

（２）定植前リン酸苗施用が白ねぎの収益性に及ぼす影響の検討 

 ・一定程度（30mg/100g）のリン酸が蓄積した圃場では、白ねぎの定植前にリン酸溶液を

苗箱に灌注することで、圃場へのリン酸施肥を削減しても、慣行の施肥と同等程度の収

量・販売額を確保できた。 

・現地試験であったため，リン酸無施肥の処理は実施できなかった。 

・定植前リン酸苗施用により、A 品率と単価の高い L 規格以上の太物の割合が増加する傾

向がみられ、生産者も同様の感想であった。 

・今回の試験では調査本数が限られたこともあるため、引き続き現地で検討し、当地域での普及

を図る。 

 

９．問題点と次年度の計画 

・今回は 1圃場のみでの結果であるため、次年度には複数の圃場で試験し、収益性を検討する。 
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